
 

令和８年度 生活支援コーディネーター現任者研修Ⅱ 

実 施 案 内 

 

 

  

         

 

１ 目的 

「生活支援コーディネーター初任者研修」（平成 27 年度から平成 29 年度までは「生活支援コー

ディネーター養成研修」）を受講した方を対象に、地域住民が主体となって取り組んでいる高齢者

への支援活動や、高齢者が主体となって取り組んでいる地域活動を視察し、活動者や生活支援コ

ーディネーター等がどのような意図をもって地域の住民や団体に関わり、支援しているのか等を

学ぶ機会を提供することにより、各区市町村における生活支援体制整備事業の推進を支援するこ

とを目的とします。 

 

２ 実施主体 

  東京都福祉局 高齢者施策推進部 在宅支援課（以下「都」という。） 

※研修実施機関 ：社会福祉法人東京都社会福祉協議会（以下「東社協」という。）が都より委

託を受けて実施します。 

 

３ 受講対象者   

「生活支援コーディネーター初任者研修」を受講した方。ただし、平成 30 年度から今年度（令

和８年度）までに「生活支援コーディネーター現任者研修Ⅰ」の受講決定を受けた方を優先しま

す。※前年度以前に本現任者研修Ⅱ（視察研修）を受講した方は対象外とします。 

 

   

４ 研修日程・定員・視察先 

コースごとに分かれて視察研修を実施し、後日受講生全員で振り返り会を実施いたします。 

 

 【①視察研修】 

以下 A～H コースの計 8 コース中から 1 コースに受講いただきます。 

※詳細は「９ コースごとの集合場所・視察先概要等」をご確認ください。 

 

視察地域 コース 
日 時（予定） 

(開始時刻＝集合時間) 
定員 視察先 

台東区 Ａ 
令和 8 年 11 月 24 日（火）

10 時 00 分～12 時 00 分 
３ 出張！健康相談会 ～チーム福老～ 

墨田区 Ｂ 
令和 8 年 11 月 4 日(水) 

10 時 30 分～13 時 45 分 
３ 

ケアハウスこまち墨田館 

出張レタス会 

江東区 Ｃ 
令和８年 11 月 17 日（火）

12 時 30 分～14 時 30 分 
５ カフェ０６ 

大田区 Ｄ 
令和８年 12 月 10 日（木）

14 時 30 分～16 時 30 分 
５ 男性の通いの場「男の居場所」 

八王子市 Ｅ 
令和 8 年 11 月 13 日（金）

9 時 30 分～12 時 00 分 
５ まんぷくプロジェクト 

調布市 

三鷹市 Ｆ 
令和 8 年 11 月 12 日(木) 

10 時 30 分～12 時 00 分 
３ 地域で快和 

小平市 Ｇ 
令和８年 12 月 10 日（木）

13 時 00 分～15 時 00 分 
５ つながるきずな「丸ポスト」 

清瀬市 Ｈ 
令和 8 年 12 月 24 日（木）

10 時 30 分～13 時 30 分 
５ 

支え合い型移動支援買い物バス 

「のしお買い物に行こーよ！」 

※状況により、定員・集合場所・研修時間には若干の変更がある可能性があります。 



 

(研修内容)    主な内容は以下の通り。 

各コース、移動時間を含め２時間半～３時間を目安として企画しています。 

コースによって研修内容が前後する場合がありますので、予めご了承ください。 

 

 内容 ポイント 

①  オリエンテーション 

 

⚫ 研修目的・内容の確認 

⚫ 受講者自己紹介 

⚫ 視察地域における生活支援体制整備事業について 

⚫ 視察先に関する概要説明 

②  活動視察・ヒアリング 

 

⚫ 日常の活動を見学 

⚫ 活動のキーパーソンからのヒアリング 

活動の立ち上げに至った思いや課題認識、利用者等の参加動

機や参加後の変化、コーディネーターの関わり、今後の展開

等について 

③  コーディネーターから

の報告・研修振り返り 

 

⚫ コーディネーターからの報告 

視察した活動とのこれまでの関わり、支援内容とその過程、

今後の展開等 

⚫ 受講者の感想・気づきの共有 

⚫ 質疑応答 等 

 

※振り返り会に向けて、視察研修後に自身で埋めていただく振り返りシートを配布いたします。 

各自で記入の上、振り返り会にご出席ください。 

 

【②振り返り会】 

日時：令和９年１月 13 日（水）13：30～17：15 

（予定） 

会場：飯田橋レインボービル 2 階中会議室 

   〒162-0826 

東京都新宿区市谷船河原町 11 番地 

 

■JR 

「飯田橋」駅西口から徒歩 6 分 

■地下鉄 

有楽町線／南北線「飯田橋」駅から徒歩 5 分 

東西線／大江戸線「飯田橋」駅から徒歩 9 分 

（地下鉄は B3 出口） 

 

講師：足立区社会福祉協議会 基幹地域包括支援センター 課長 堀 崇樹 氏 

 

内容：視察研修の振り返り、全体への共有を行い、グループワークを通して自身の業務に還

元できますようさらに学びを深めます。 

 

５ 申込方法及び提出期限 

以下 Google フォームよりお申し込みください。Google フォームへのアクセスが難しい場

合は、【別紙】「受講申込書」をメールにて東社協宛に送付してください。 

Google フォーム→https://forms.gle/KEzyKNBpMDL9HL3y6 

提出期限  令和８年１０月２日(金)１７時 

 

 



 

６ 申込みに当たっての注意事項 

（１） 「受講申込書」に参加を希望するコースの順位をご記入ください。なお、定員を超えた場

合は受講できない場合がありますので、予めご了承ください。 

（２） 受講決定後、集合時間・場所の詳細や当日の緊急連絡先等のご案内を E メールにて受講者

へ送付いたします。 

（３） 研修を受講するにあたって発生する交通費や昼食費等は、受講者負担となります。 

（４） 一部コースはバリアフリーに対応しておりません。配慮が必要な事項がある場合には事務

局までお問合せ下さい。 

（５） 本研修では、生活支援コーディネーター業務におけるネットワークづくりに活かしていた

だくため、「氏名」「所属」を掲載したコースごとの受講者名簿を作成し、研修当日に配布

する予定です。 

※提供いただいた個人情報は上記「１ 目的」に関すること及び今後の研修のご案内以外

には使用しません。 

 

 

７ 受講者への決定通知 

令和８年 10 月中旬に都が参加コースの決定を行い、東社協から受講申込者に通知します。な

お、上記「６ 申込みに当たっての注意事項（２）」に記載のとおり、受講決定後、受講者本人

に対して研修当日の緊急連絡先等をお知らせいたしますので、予めご承知おきください。 

 

 

８ 受講料 

無料（別途、活動参加等にあたりかかる費用（飲食代等）は受講生各自にご負担いただきます。） 

 

９ コースごとの集合場所・視察先概要等   

※集合場所・研修時間の変更がある可能性があります。ご了承下さい。 

Ａコース(台東区)：まちの皆が元気になる‼ 

          出張！健康相談会 ～チーム福老～  

① 日時 令和 8 年 11 月 24 日（火）10 時 00 分～12 時 00 分 

②研修会場 

（集合場所） 

佐竹商店街「お休み処」（東京都台東区台東 3-28-4） 

最寄り駅：大江戸線・つくばエクスプレス 新御徒町駅 

     ※JR 御徒町駅、日比谷線 仲御徒町駅からも徒歩圏内です 

② 視察先 出張！健康相談会 ～チーム福老～ 

④視察先概要・ 

ポイント 

 出張！健康相談会は、地域の診療所がもともと診療所内で実施していた無料の

プログラムを外に持ち出して、人の行き交う商店街の中で開催しています。活動

の立ち上がりに際しては、商店街(住民)、地域包括支援センター、台東区介護予

防・フレイル予防推進員、社会福祉協議会等が関わって、話し合いを重ねました。 

相談会の主体は診療所ですが、商店街のシンボルである“ふくろう”をヒントに

関係者がタッグを組み「チーム福老」を結成し協力しています。 

 多世代の人が行き交う商店街の中で、いろいろな機関が自分たちの強みを活か

して、地域とつながりを持つことができる場になっています。地域の在住・在勤

者にとっても通い慣れた商店街が相談や交流、情報交換の場になっています。 

 社協のコーディネーター（生活支援コーディネーターと地域福祉コーディネー

ターを兼務）は、地域支援の一環として話し合いの場を設定し、活動の立上げ、

立上げ後の運営支援をしています。定期的に活動の振り返りと今後の方向性につ

いての話し合いの場を設け、地域課題の解決に向けて支援を継続しています。 

 

 



 

【参考 URL】 

佐竹商店街ホームページ：https://satakeshotengai.com/ 

台東区社会福祉協議会 地域福祉推進係 R7 年度コーディネーター報告書： 

https://taitoshakyo.com/application/files/4717/8159/8056/2..pdf 

 ※今回の視察先についての特集記事があります 

 

【キーワード】つながりづくり、社会参加、にぎわいのまちづくり、健康、介護

予防、多世代、孤独・孤立の予防 

⑤エリア・圏域 

・人口 区全体 217,629 人（令和 8 年 8 月 1 日現在） 

・高齢化率 区全体 21.07％（令和 6 年度） 

・2 層コーディネーターの人数 0 人 

⑥備考 

・視察研修ではありますが、ふらっと立ち寄った住民感覚で、体力測定や健康相

談をぜひ体験してください。 

・「日本で 2 番目に古い商店街」です。昔と今の街の賑わいは異なりますが、上野・

浅草に近い下町の雰囲気を感じてほしいです。 

 

Ｂコース(墨田区)： 

こうめみんなの食事会「ケアハウスこまち墨田館出張レタス会」 

①日時 令和 8 年 11 月 4 日(水)10：30～13：45 

②研修会場 

（集合場所） 
ケアハウスこまち墨田館(東京都墨田区押上 3-61-4) 

③視察先 こうめみんなの食事会「ケアハウスこまち墨田館出張レタス会」 

④視察先概要・ 

ポイント 

１、企画のコンセプト 

地域の高齢者が食事を共にし、その場で生まれる一体感やコミュニケーションよ

って地域高齢者のネットワークの構築を進める。また、高齢者の孤立・孤独の防

止にもつなげ、生きがいのある生活を獲得手段とする。 

 

２、視察先の内容 

 押上 3 丁目にあるケアハウス(都市型軽費老人ホーム)食堂を会場に、 

入居者+地域住民が皆で食事を楽しみ交流できる場所づくりを展開しています。 

提供する食事内容を検討していく中で、千葉大学環境デザイン研修室にて 

「街中植物工場」「レタス会」の取り組みを知り、大学側・施設側へ協同した形で

食事会を検討、令和 7 年 9 月より参加者をケアハウス入所者に限定した、水耕栽

培のレタスやハーブの収穫体験～収穫作物を使用して調理体験・実食ができる「レ

タス会」を試験的に数回実施。令和 8 年度からは、参加対象者を入居者+地域住民

へ拡大、開催内容に種まき・栽培の工程も追加して参加者が担えるように、継続

開催が叶うように行っています。 

現在「レタス会」は 6 週間ごと水曜日の昼食時に開催、栽培期間も「レタスお手

入れ会」と称して、毎週水曜日の午後に入居者・地域住民・大学スタッフ(先生・

学生)が集まり、植物のお手入れと(水耕栽培で育てたハーブを使用した)ハーブテ

ィーで茶話会を実施、無理なく・楽しく・真剣な食を通じての多世代交流が継続

されています。 

 

【URL】https://sites.google.com/view/sumidagreens/delivery 

 

キーワード：孤立予防、多世代交流、食育、ウェルビーイング(個人や社会の良

い状態) 

https://satakeshotengai.com/
https://taitoshakyo.com/application/files/4717/8159/8056/2..pdf
https://sites.google.com/view/sumidagreens/delivery


 

⑤エリア・圏域 

・人口 こうめ圏域(向島・押上) 約 2.8 万人 （区全体 約 28 万人） 

・高齢化率 こうめ圏域(向島・押上) 21.1％ （区全体 20.3％） 

・2 層圏域数 ８(包括圏域と同じ) 

・2 層コーディネーターの人数 ９(包括+シルバー人材センター) 

⑥備考 
レタス会参加費５００円のご用意をお願いします。 

持ち物：エプロン 室内履き 名札(お名前を呼びたいので) 

 

Ｃコース(江東区)：（気軽に“ぷらっと”立ち寄れる地域カフェ） 

①日時 令和８年 11 月 17 日（火）12 時 30 分～14 時 30 分 

②研修会場 

（集合場所） 
江東区大島６－１ ＵＲ大島六丁目団地６号棟１階 

③視察先 カフェ０６  （運営：カフェ０６推進委員会） 

④視察先概要・ 

ポイント 

入居から５５年以上経ち高齢化・コミュニティの希薄化が進むＵＲ大島六丁目団

地で、「地域でつながれる場が必要」と自治会メンバーが感じたことがきっかけと

なり、ワークショップが重ねられました。その後、コアメンバーと地域のボラン

ティアスタッフによる推進委員会が始動し、コロナ禍まっただ中の令和２年９月

にカフェがオープンしました。現在では、多世代の方が気軽に集い、おいしいコ

ーヒーやランチを楽しめる「みんなの居場所」として、団地内外からさまざまな

方が訪れる交流の場となっています。 

江東区社協はカフェの立ち上げから関わり、「地域福祉活動支援事業」の一環とし

て運営費を助成しているほか、カフェに寄せられた地域の方の相談や困りごとを

コーディネーターにつないでいただくなど、日頃から密に連携しています。 

また、平均年齢７５歳のボランティアスタッフにとっても、カフェ０６は居場所

であり、生きがい形成の場となっています。 

 

【参考 URL】 

https://koto-shakyo.or.jp/chiikifukushi/katsudoshien_takinou.html 

 

キーワード：多世代交流・地域の居場所・生きがい形成 

⑤エリア・圏域 

・人口 64,232 人（区全体 544,929 人） 

・高齢化率 21.2％（区全体 21.3％） 

・2 層圏域数 2 つ（包括圏域の一部） 

・2 層コーディネーターの人数 4 人（社協） 

⑥備考 

オリエンテーションから振り返りまで、隣接している集会室を使用させていただ

く予定です。 

当日は、お一人 800 円程度のランチをご注文いただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ｄコース(大田区)：男性の通いの場「男の居場所」 

①日時 令和８年 12 月 10 日（木）14 時 30 分～16 時 30 分 

②研修会場 

（集合場所） 

シニアステーション南馬込 

（東京都大田区南馬込 3-13-12 1 階） 

③視察先 
「男の居場所」（シニアステーション南馬込 プログラム） 

 ※当日は茶話会を予定 

④視察先概要・ 

ポイント 

当施設は、大田区で 23 番目の包括として 2020 年開設され、区独自のシニアス

テーション事業を併設したフレイル予防・ワンストップ相談を強化した施設です。 

また、男性の通いの場「男の居場所」は、「男性高齢者どなたでも参加可能」「や

りつづけること」の２つをコンセプトとした事業です。 

２層コーディネーターの発起で、男性高齢者通いの場「地域デビューの一歩、

自分の居場所を一緒にみつけよう『男のつどい』」をスタートしました。 

現在７年目で 20 名が在籍し、平均 10 名～15 名の参加があり、その半数がパー

トナーを亡くすか単身の方です。 

他にも２層コーディネーターは、男の居場所に参加していた若年高齢者の地域

ボランティアデビューをサポートする『まごめ青春 café リターンズ』をシニアス

テーションとともに支援しています。 

 

【参考 URL】https://hibikikai-tokyo.or.jp/schedule/monthly-senior 

 

キーワード：男性高齢者 シニアステーション 

⑤エリア・圏域 

・人口 58,553 人（区全体 748,946） 

・高齢化率 19.2％（区全体 21.9％） 

・2 層圏域数 18 

・2 層コーディネーターの人数 23 人（包括） 

※人口、高齢化率は日常生活圏域（2 包括）のもの 

※令和 8 年 8 月 1 日時点のもの 

 

Ｅコース(八王子市)：官民連携による就労的活動支援 

① 日時 令和 8 年 11 月 13 日（金）9 時 30 分～12 時 00 分 

②研修会場 

（集合場所） 

サン・ライフ高尾 

八王子市高尾町１５９９− ５６ 

② 視察先 
「まんぷくプロジェクト」 

サン・ライフ高尾 八王子市高尾町１５９９− ５６ 

④視察先概要・ 

ポイント 

葬儀の際などに故人様に道中のお弁当として持たせるお供え物である「枕団子」。

従業員では製作が間に合わない枕団子を、周辺地域の２層コーディネーターが繋

いだ高齢者に月１回ペースで製作し、作業後に企業からお茶菓子や手土産を提供

してもらう「就労的活動」です。コーディネーターは、開催前に高齢者と企業間

の出欠調整や、当日の進行等スタッフとして動いています。 

 

【参考 URL】https://www.moshimo.net/area/tokyo/hachioji/28/ 

 

キーワード：お団子・葬儀・就労的 



 

⑤エリア・圏域 

・人口 13,799 人（市全体 559,616 人） 

・高齢化率 57.26％（全体 28.1％） 

・2 層圏域数 21（包括圏域と同じ） 

・2 層コーディネーターの人数 21 人（社協・包括・その他） 

⑥備考 参加者と一緒にお団子づくりに参加していただく予定です。 

 

Ｆコース(調布市・三鷹市)： 

ハンバーガーチェーン店をお借りした地域交流 

①日時 令和 8 年 11 月 12 日(木) 10 時 30 分～12 時 00 分 

②研修会場 

（集合場所） 
東京都三鷹市中原 1-9-15 

③視察先 地域で快和 

④視察先概要・ 

ポイント 

【概要】 

公共施設がない地域において、「人が集い、語らう場が欲しい」という声が集まっ

ていました。 そのような中、福祉圏域内に新しくオープンした飲食店を利用し、

関係機関と連携しながら地域の方々が集える場を創出できないかと検討しまし

た。その結果、「楽しい」「嬉しい」「笑顔になれる」をキーワードに、おしゃべり

しながら心地よい時間を過ごせる場が誕生しました。 

 

【ポイント】 

・公共施設がない地域の飲食店を活用し、人が集い交流できる場が生まれました。  

・市境であったため近隣市の関係機関とも連携し、地域課題の解決に取り組みま

した。  

・参加者同士の関係性が築かれ、見守りの場になっています。 

・４つの機関で協働して運営支援。 

（調布市地域包括支援センターつつじヶ丘、三鷹市新川中原地域包括支援センタ

ー、三鷹市社会福祉協議会、調布市社会福祉協議会） 

 

キーワード：関係機関の連携、企業連携、居場所、社会参加 

 

【参考 URL】 

https://www.city.chofu.lg.jp/documents/1952/r6houkokusho.pdf  

 

キーワード：関係機関の連携、企業連携、居場所、社会参加 

⑤エリア・圏域 

【調布市】 

緑ケ丘・滝坂小学校圏域 

・人口 2 万 6121 人 （市全体 24 万 0623 人） 

・高齢化率 19.42％ (市全体 21.74%) 

・2 層圏域数 8(福祉圏域) 

・2 層コーディネーターの人数 8 人 (社協) 

【三鷹市】 

三鷹市新川中原地区 

・人口 2 万 2878 人（市全体 19 万 1670 人） 

・高齢化率 24.9％（市全体 23.4％） 

・2 層圏域数 ７ 

・2 層コーディネーターの人数 14 人（社協・包括） 

⑥備考 ワンオーダーしていただく必要があります。 

https://www.city.chofu.lg.jp/documents/1952/r6houkokusho.pdf


 

 

Ｇコース(小平市)：つながるきずな「丸ポスト」 

① 日時 令和８年 12 月 10 日（木）13 時 00 分～15 時 00 分 

②研修会場 

（集合場所） 
小平郵便局本局（小平市小川東町 5-16-1） 

③視察先 つながるきずな丸ポスト 

④視察先概要・ 

ポイント 

2 層協議体小川東町を考える会（きずな）の皆様から、小川東町に誰でも気軽に集

まっておしゃべりしたり、情報交換できる居場所が欲しいとの意見で、小平郵便

局本局のご協力で会議室をお借りして、地域の皆様が立ち上げた居場所です。 

月 1 回 第 2 木曜日 13：30～15：30 で開催 

協議体の地域の住民の方が中心に運営・企画をしてくださり、また 2 層協議体の

メンバーである郵便局、有料老人ホーム、中学校、介護予防デイサービスの方も

企画に協力してくださり、バラエティ豊富な居場所になっています。 

郵便局に居るレターエキスパートにお願いして、丸ポストならではの絵手紙教室

なども実施してくれています。 

 

キーワード：地域住民の方による居場所 

⑤エリア・圏域 

・人口 4 万１千人（市全体 19 万 7 千人） 

・高齢化率 26.3％（市全体 24.1％） 

・2 層圏域数 9 つ（包括により違いあり） 

・2 層コーディネーターの人数 3 人（包括） 

⑥備考 
郵便局本局の 2 階の会議室をお借りしており、職員通用口から入るので、職員通

用口前に集合でお願いします。 

 

Ｈコース(清瀬市)：地域の買い物困難を解決する支え合いの創出 

①日時 令和 8 年 12 月 24 日（木）10 時 30 分～13 時 30 分 

②研修会場 

（集合場所） 

清瀬市野塩多世代交流施設えーるプラザ野塩（清瀬市野塩二丁目 476 番地） 

西武池袋線「秋津駅」から徒歩１０分 

③視察先 支え合い型移動支援買い物バス「のしお買い物に行こーよ！」 

④視察先概要・ 

ポイント 

 買い物・通院の送迎など、市内の高齢者の移動に関する困りごとを地域で解決

する仕組み＝「支え合い型移動支援」の創出・拡大を、第 1 層協議体にて検討し

ました。第 1 のモデル地域である都営清瀬中里団地に続き、都営清瀬野塩アパー

トを第 2 のモデル地域として、令和 7 年 5 月より月 1 回、団地と近隣スーパーを

往復する買い物送迎を実施しました。市内の社会福祉法人が車両・運転を、添乗・

買い物付き添いを団地住民有志が担い、運行しています。 

 

キーワード：買い物支援、移動支援、社会福祉法人の社会貢献 

⑤エリア・圏域 

・人口 野塩 2 丁目 1,267 人（区全体 76,225 人） 

・高齢化率 46.9％（市全体 27.6％） 

・2 層圏域数 3 つ（包括圏域と同じ） 

・2 層コーディネーターの人数 3 人（各包括に配置） 



 

１０ その他 

（１）視察研修後、振り返り会に向けた振り返りシートを作成いただきます。 

（２）振り返り会終了後、アンケートへの協力をお願いしております。 

（３）修了証は発行しませんので、予めご了承ください。 

 

１１ 申込み・問い合わせ先 

東京都社会福祉協議会 地域福祉部 地域福祉担当（瀬尾・岡部・小坂） 

〒162－8953 東京都新宿区神楽河岸 1－1 飯田橋セントラルプラザ５階 

電話 03（3268）7186  MAIL tokyo-seikatsushien@tcsw.tvac.or.jp 

mailto:tokyo-seikatsushien@tcsw.tvac.or.jp

